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昭　和　4 1　年　度

滋賀県立機械金属工業指導所



昭和　4 1年度　業務報告

ま　　え　　が　　き

昭和41年皮は前年の不況から､ようやく繕韓の活況を取もどした時期とい

えましょうG　政府の公共投資の繰上げなど一連の施策および各企業V)資本自由

化に対処する合理化による国際競争力の充実したことなどU)成果とも云えせし

よ　う｡この意味から､今后の景気恢俊をらぴに動向として､合理化による生産

性の向上ということが非常に大き夜問題点となって参97iす｡と　くに､多種少

量生産と労務不足に苦心されている中小企業にとって重大を意義をもつものと

云わざるを得ません｡

滋賀県下の機械金属業界は彦根地区が鋳鉄バJL,ブ6　7億円の生産飯をあげ､

また県下全体でも6　00億円をこえ､年々急速に発展しています｡琵琶湖周辺

に公害o'D少ない工業地帯を形成するには機械金属工業が適していると考えられ

ますo　しかし､現在なお内陸=業地帯形成の過渡期にあbますので､これらの

発展に役立つよう当所としても努力を続けて行きたいと存じます｡

ここに昭和4 1年度の業務をまとめて報告しTiす｡

立　花　稔　一　郎
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2-4　見　　学　　会

･一一一一一･･　　　　　　　　　　　　一　一　一一一　一-　　　　　l　　一一一･･一一･一一一-　　　　-~　　~ ~~　　■■ JW-=∵~ー

場　　　所　　…　　項　　　目

大阪国際見本市会場

〝

1 O. 2,i t大阪国際見本市会場

10. 25　　l　//

2-5　実　　　　習　　　　生

41. 8.ト13 化学分析 野洲高等学校生　2名

出　席　者

坊鼻指導係長
斉田　技師

ー】..Il.〉IT.7m.-⊇1､1▲一寸　1.T...ー″11一｢

3　　研　究　業　務

鉄鋼中のモリブデ/の吸光々度法

舌　　野　　明　　義

1.は　じめ　に

鉄鋼中o'L,モリブデンの定量には古くから硫化水素による沈澱分離法､モリブデン醸姶法､メ-

ベyy'ィyォキシム重量法をどが用いられるが､これらは一般に操作が繁雑で熟練を必要とし迅

速性L'C乏しい,欠点がある｡それに比べ振作が簡単で迅速である興光光度法について検討してみた｡

モリブデンの興光度法は多くV研究報告が夜されているが､そ,I)うちで現行JI S法に採用さ

れている直接吸光匿法について発色後の呈色の安定性.共存元素の影響などの報告が少をく､ま

た特殊鋼(特に高速度鋼)への適用に多少の問題点があると思われたので､これらの点について

直接法と抽出法(溶媒酢プチノレ)について比較検討してみたo

実験の結果､直接法では発色液に2. Omtの過塩素酸があれば2 0分で発色が安定に売ることが

わかった｡また共存原案の影響では直接法ではニッケルは2 5好意では影響はないが､クロム､コ

バルト,メ/クステ/ ,バナジウムの共存にlhづれも昭光鑑に影響がみられたC他方酢酸プチル

抽出法ではこれらの共存の影響は認められをかった.

実際試料についてFJ a S ,日本鉄鋼協等の標準試料を用いてモ7)ブデノG')定量を行ったところ

標準値に比べ､いづれも良い結果が得られた0)で報告するo

乱　試薬をらぴに装置

2.-1　武　井

(1)穐決溶液:電解鉄1 gを硝酸と過塩素駿で加熱分解して過塩葉酸の白煙を生ぜしめた後

水を用いてFelOme^mt溶液としたo

は)チオシアy酸ナトl)ウム宙滋:チオシアy酸ナトリウムを水にとかしてそれぞれ5%,

1 0%溶液を作成した｡

(3)塩化第-スズ溶液:塩化第-スズ5 0gおよび1 7 5gに塩頗( 1+1 )200粁Cを加

え加温沓解し､冷却後水で5 () OqCにうすめ､それぞれユ0%, 3 5%溶液を作成した｡

この斬夜にはそれぞれ金属スズの少貴を加え､カツ色ぴんに保有する｡

(4)モリブデy標準潜液二モ1)7ヂン酸7ノモニウムし(mJA)tMrJ702丘･ 4日20 〕()･184g

を温水に俗解後､冷却して水を用いてうすめMoのO･2轡吾,およびU.0頑Cの標準潜

液として用いた｡

(5)幹酸プチル:酢酸プチル5 00mEL,⊂チオ./7y酸ナトリウム及び填化第-スズを加え飽

和させた後上を液を使用した｡

用V,た試薬は酢酸プチルは市販1級晶で､その他はhづ九も特級であったo

(7)



2.-2　装　置

光変計は日立FPW4型,セル比ガラス製10棚を使用した｡フィルターは干渉フィルター

S4.7であった｡

a.直接法の検討

三う_-1　定量方法

操作:試料1 gを正確VL'3 O ObCピーカにはかbと9､過塩素酸嘘20mtを加え加熱藤解し

引き続き加熱して過塩素娘の白煙が発生するようにし､更に5分間加熱して約1分間煮沸させ

るa　常温に冷却し1 0 Ouメスフラスコに移し入れて水で健線までうすめZ,a

これよ9正確にピペットでMo量に応じて分擬し50初tメスフラスコにと9硫戯( 1+3)

之OmC及び過填弟墳丘.Oq.Pを加えて鐘17まぜ､さらにチオシアy厳ナト))ウム( 1 0%)宿液

1 OH'Cを加え偵bせぜる｡次にフラスコを頗bまぜ夜がら塩化第-スズ( 1 0%)溶液57.1･lを

加えて水で横線までうすめよ(遊歩まぜる｡ 2 0分間放鮭の後､こ･Jj縫紋の一部をセノレにrとb

S4･7フィルター　で唄光度をはか9､あらかじめ作成してある検量線上bモリブデン豊を計算し

て求める∂

検量線の作成: r, Oneメスフラスコに穐鉄溶液5mほとb､モリブデy標準溶液(0.画c

ilJlo) 0-2.0冴Cをそれぞれ(,'C加え(硫酸( 1+ 3 ) 2ONCを加え､以下､前記の操作に準じ

処理し､畷光度をはかb検量線としたo ( Figl)o

/
/∫

/

S47フィルター　　　タ//

/

/
/

ノ////

l　/

/

-//

/′
/
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&一之　発色条件の検討

現行JIS法では呈色の安定性が悪かったので過塩素酸を加えたところFig之に示すように

過塩素敦を2mC加えると発色後20分で呈色が安定したo Fi島 a

8･-3　共存元素の影響

一般に鉄鋼中に含まれていると思われる元素についてその影響を調べてみ7㌔以下の実験は

(9)



いづれも8-1の定藷方法に準じてそれぞれの元素を加えt　その吸光度の変化を調べたo

(1〉　ニッケノレの影響

ニッケルの標準帝津として硫酸ニッケル( NiSOA 7H20)を用い5mg/滞CNiを作成

したoその結果はTablo lに示すようにニッケル'j)13 5呼号ではほとんど影響はたかっ

た∩

Table 1 EH(うC t　'J f hTi

a｡cled　いaken found
--　--　~∴. ∴丁‥　_一

･㌧.　りゴ= :　Hl:t･了;　=･-･"･

0. 433　‡　　　0.19号

(Z)タンクステ/(/)影響

ク/,J7･ステノ酸fH2WO血)を水酸化ナトリウムにとかしてリノ軒･='酸性として水でうす

HL,タングステン標準溶液(5nlg/mew)を作成し7>_∩宇験の結果はTable 2K:示す,ごとく

タングステニ/が存在するとMoは低値を与えることがわかったo

Tabl｡ 2　　　　EH e C t 0 f w

taken I folユnd

｢,...;.　.7　　..7.､1.｣　　　　　ー　　　　　AJ....･　-　　･

(野) 番��紮r��i-logT 番韮穎ﾂ�

0. ���"��ｲ�0.4137 ��ﾃ'��

a.5 ���0ー4126 貿｢����

5 ���0.413 免｢����

10 梯��0.405 ������

lFi ��ﾈ�ﾂ�0.!与7ii ����r�

?0 ���0,言i68 ��貳V��

2.5F ����r�0.214 ��X爾ﾒ���?｣��5��8�ｷ�h�2粐�

紬　コバルトの影啓

硫酸コバルトCL〕Lq-｡丘7H2C)を水で溶解し5m,g/qtCO a)標準溶液とした∩実験結果

はTal)1e3に示すように.コパノしト捨V)増加するに従い高値になることがわかった∩

(lU)

ad.d_ Od_

CO (呼)

Tal⊃l t) 3　　　　　EH e C t 0 f C o

-∵叫.i　∴　∴ (",:,

0 Z O･ 2tJ i O･ 4:37 l O･ 200

弓

十一一一oO;I-:-芸

(41) Jlナノウム,I)影響

酸化パブ~ノウム(V2O5)を硫酸(H工)に加熱溶解後水でうすめ1叩/.wtVの標準溶液を

作成した｡実験結果はTablt, 4に示すととく-ナノウム措,7)増加するに従い高値を与え

ることがわかったn

Table　4　　　　F,H e｡t 0 f v

taken MO(177g) 貿�8g&ﾈｨ��

-i(甥T 牝ﾖ�ﾌB��

0_2(I ��紕���r�0.畠Oo 

〟 ��紕縱R�0.220 

〟 ��紕纉ｶ��O.2ih 

〟 ��ﾂﾃS#R�0.之44 

〟 ��經Bﾓb�0.255 

/′ ��經S��0_267 

〟 ��經�2�0.272 

(571クr=ムの影響

酸化沖2クロL (CT.2031過塩素酸U-C-JJR野溶解して冷却後水でうすめて5nfg,'相tCrの

標準溶液とした｡宰綿の結果はTablt)5に示すようにクロム軌て比例してモリブデン貴

【rl増加することかわかったo

TatllLnJ　5　　　　　EH e C七　　つf c r

aker1 lA0(),y) 貿�襴��

-1ogT 磐�嵂��

0.20 ��紿咾Sr�l').2Oo 

〟 ��紊�T��O.208 

〟 ��紊�cR�0,215 
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クロム;-摘ゝ0 -2UZBgでは吸光度は比例して増加しているので.さらに検討したところ

fiE　3のようL,,LC rの補正直線か縛られた｡故にクElム既知の試料においてはfig　3

からC r含有韻だけの吸光度を補正すれば高クロム含有鋼でもクロムを簸去することなく

モリブテ/か定持できる｡

′ノ

ンi

aっ【ヨ亡〇StJ.a Jっ　amd①1ココ1
nU UO

l　　　　　′ lU0 nU

nu　　　　(り

4

′

):

/
/

/
′'

/

ノ/

/

Jl

/
/ f

Tat)18　6　　　d-etermination 〔)f MOly-bdenum in

工rOn and_　stee1

SaLLIPle' 磐�g7F���$蜂u'f��ﾒ�fR�･F��S甜nplo tah嘘ーU 

tJBSl21C ����b�il.OOO2 

NBS⊥111() ��ﾃ�F��0.9748 

盈ユリフテ ���璽b�0_9884 

NBE;86a ���#�B�().50淀i 

NBStibh 飛ﾆ駐"�1.(ーOGO 

●

/

/

5 ｡cncen｡liti｡n of Cr15　　野ヲ'50me

Fig 3 COrre)Ct10n Curve I)y' Cr COntent

以上共存元素の影響の嚢験から､ニッ/rJLは2 5hlJgまでは影響はなかったが､クロム.メ

ナ･}ウム.コバルトはそれぞれモリブデンに正の値を与えるがタングステンは負の値を与

えることかわかったoまた.ニッケル.クロムを含む鋼は直接法でモリブデンを定寵でき

るが､タングステ/.バナジウム.コバルト等を含む鋼(高速度鋼.合金工具鋼等)のモ

リブデンの定盤は困難であることがわかった0

3--4　定旗結集

案捺試料を用いて上記操作通りにモ)) 7'デノを定IIr;;:したところTal〉le Oに示すように標準

値とよく｢致した値を得た｡

(1之)

(1)はFigiH'Cよりクロム補正は行うo

(15日-i:HClでクロムを塩化クロミルとして揮散させたo

泳印は鉄か過少のためFe 3 tI呼を添加した0

4.抽出法の検討

4-1　娃壷方法

操作:試料19をピーカに正確にはかわ.過塩素酸20才lを加え加熱分解し.引き続き加熱

して過塩素酸白煙か発生するようにし.さらに5分間加熱を碓けて熱源よりおろして冷却後.

水20mCを加えて解かに加熱して的1分間煮沸させるo常温に冷却してl U O#Cメスフラスコ

に移し入れて水で喋繰iで〆,すdLJる｡

これより正確にt=.ペットでL40境に応じて10Omeピーカに分擬し.酒石酸19を加え.吹

にMaOH ( 20%)溶液を加えてアルカリ性とするoこれを80℃に数分間加熱後冷却して

H2SOAfl+1)で中和し.さらに溶液8ml毎に2mZC過剰に加える(すなわち.硫酸1 0L70溶液

とするIo冷却後10O-15OhF8分液ロートに移し.硫酸(1+9 )5冴Cでピーカを2回洗

うoチオ~ソ7ン酸ナトリウム( 570)508を加え30秒振りまぜ.次に塩化沖-スズ(35%)

5mCを加え1分間振りまぜる-さらに酢酸プチル2 5才Cを正確に加え5分間振トクするo B層

に分離後酢酸プチル層(上層)を乾燥炉紙で満過しセルにとり847フィルター　を用V,て吸光度

を測定し､あらかじめ作成Lである検接線によりM O控を計算し求めるn

検i:-i緑の作成二純鉄溶液lhtlなど-カにとり.モリブデン標準溶液(40 r/mP MrJ) 0-80

rをそれぞれに加え､次に酒石酸1 gを加えるo以下前記の操作に準じて処理し倹接線を作成

した｡

(1:i)



れたかったn

7　　　　　日U
nリ　　　　0
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/

/
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20　　　　　　40　　　　　　ti(J FSO
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Fig　41　Calit)ration curve of at'sorption

phot0mety-　by-　buけl ace)tatEB eXt-

racti(⊃n

4.-2　裾色条件の検討

(1)この抽出操作で下層(酸層)を再び酢酸プチル2 5mCで抽Ltjしてみたが､着色は諦めら

れ在かったので再抽相,は行わなかったo

(2)呈色の安定性をしらべたがTable　7　に示すより,Cl噂問後も吸光度に変化はなかっ

たn

Tat)1e　7　　　　Stat)ility Of cololユr

∴　__こ　∴
80　.　　0. 618 (　　0, 016　…　　　0.

-!+-｣II

(:,,)酢酸プチルはチオシサノ酸ナトリウム､塩化11,-スズを飽和させないと溶媒層に混濁を

生じた∩

4---3　共存元素の影響

fl)殊の影響

鉄の影響について調べたがTable　8 i/C示すように2 O仰せでは吸光度に変化はみら

(li一)

Tab⊥E3　8　　　　　EH｡ C t 0 i F e

adFdeed(mg, i ta,.Ak.en(r､ト音Ii

1　1　　　　40. 0 J O. 32り

㌃十一二一十÷霊

I/_0　(r)

(2)クロムの影響

ク｡ム標準溶液( 5野/ntt C ∫)を川いて実験を行ったところTab-L8　9　に示すよ

うに1 OpTgまでほ影韓は在かっ7㌔

rilatj⊥@　9　　　　E壬i f∋C t 0 f c r

__ __--__tTtE享二-_Lt妻
(3)ニッケノしの影響

ニッケル標準溶液(5呼/冴t Ni )を用いてIITi0-10mgの影響を調べたが､ Ta-

ble lOに示すように､この範尚では影欝は認められたかった｡

Tabユe lO EH〔∋　C t 0 f Ni

｢言了丁二　‥:-::-::-: ∴~~h i

I

‥∴　て　-It三十…

(4.)メ/グステンU)影替

タングステy標準溶液(5mg/wF W)を川いてW　0-1(J呼の実験を行ったoその

結果はTable ll　に示すようにこの範蹄で托影響は諦められなかったo

(15)



Table ll EHe c ち 0 f W

ad-a-ed i taken

w (mg) !　L4O (r)

(5)バナノウムの影響

パナ.}ウムの標準溶液(Boor/mC v)を用いてⅤ (ト1･Ohgまでは影響は認め

られなかったo

Tat)le 12　　　　EH e C t 0 f V

ad_a_ed_I 友�ｶV��found_ 

V(呼) 0 番�"��-10gで 番�"��

00 �������4.0.0 

0.i ���0,317 �3偵����

0.3 ���0.319_ 鼎��ｳ��

0.5 ���0,318 鼎����

i1.0 ���0.;i17 �3宝��

(6)コバルトの影響

コバルト標準溶液(5mg/冴E CO)を用いてCo 0-1O野の影響を調べたが･そ

の結果はTable 13に示すようにこの範組では影響は認められなかったo

Tab16 13　　　　丑H e c t 0 f C O

aa4ed_ 友�ｶV��I 

Co(呼) �G優�鋳�-logrI 

0 泥���0.318 

1 ���0.320 

5 ���0_319 

1(I ���B�0.319 

以上鉄･クロム･二･yケル･タングステン･/(ナノウム･コバルトにつし1て､それぞれ

･D影響を調べたが.いづ九もほとんど影響綻認められ如.ったので･直接法では定量困難で

ぁった特殊鋼(高速度鋼･合金工具鋼等沖のモリブテyUj定量が耶巨であることかわかっ

た｡

4-4　定境結果

(16)

実際試料を用いて4-1の操作に準じモリブテ/の定旗を行ったところTable 14に示す

ように標準値とよく-1致した轟巣が得られたo

Tabl〔∋ 14　　Dtきtermina i.iLjn L)i MOlybti臼nu_rn

irl　工rC)王1 :lnd_　ste e〉1
~~　　｢　　~■~

il.io ofs也11- I軌1qltj ～

a_aid valve i Ea細目iivide

仁__ーd.山一 土了ijLq-121C 茶rｒ��i(y) �+=讐r⊥l ぎo.舶2 1 亦����r����t 二十 0.16 俣�ﾙ�Y?ｨﾚ����0.1tii 僣y)ｩHy?�+�ﾇw餬e�)<rﾆ��d��T6｣ｲﾅF飛紕R�

〟 ���〟 ��ﾂ��0.382 ����c��〟 

クロム一モリブ ����ﾓR���- 

チ/鋼 ���F�"��09884. �0.395 �������Cr1.170 

〟 ���〟 ���O.41rJワ ��竕IR�〟 I 

hTBS133a ��馘�ﾖ9���O_50淡; �2���ｒ��ﾓｶ鉄��窒定��$7#�"纈R蘚��(�"�

〟 ��x����6ﾆﾂ褸��R簫闔｢粲R籃���R粐�郵�ｳ�ﾆﾒ�飛馘�.�"�〟 

NBSとi6a ���ｳ�"�i_0060 偬I�钁Z)m8ｶ��優｢纓(趙�Cr2.4C/a 

〟 ���〟 ���0.867 ��ﾃ�#2� 

日本鉄鋼標 準試料分号 ra) ���3sb�0.1084 ����f謀｢�0.3TFi4 ��ﾃャr�Cr3.97oW19.4.'jb COO,757DVO_6% 

〟 �� 〟 ���〟 ���2wF迭�0..ri87 ��ｲﾘ耳耳耳耳耳耳耳耳爾ﾒﾙ�X耳耳耳耳爾闔ｨ耳耳耳耳耳蒔"�x��

日本鉄鋼標 準試料ET替 rc) ��經��Lu# ����fﾄ��0.376 ��驢S��Cr3.9cc/bU18.1% coo.皇ye,Vl_()ラ/i 

〟 L �"�x����辻ｲﾒ�停xｹ�佑���飛�6��〟 
ll 劔 

泳印　aペソゾインカキシム重漁法による定凄値

高速度調1,豆hても同株に処理したところ､タl,グステン酸(H2WOA)の沈掛こIA Llが吸着

されるために低値か得られた(例　9号己:三100.1950=/a,　9号C :A,fo 0.呂53%)｡その

ために高速度鋼(タングステンを含む鋼)については次の横に操作を改めたo

高速度銅の操作:試料1 gをはかわとり. E水2 0諏Zを加え加熱溶解後.過塩素酸5zGCを加

え引続き加熱して白煙を生ずるに妻らしめる｡冷却後71く岩(Jmfを加え数分騨煮沸するo冷却後

酒石酸1 ()9を加え､次にNaOH( 20'7,J)を添加して7ルカリ性とし.メ/グステン酸の沈

臓を溶解する｡これを80℃に数分聞加熱して冷対顔1 0 Omtメスフラスコに移し入れて水で

横線までうすめるo

これよ()正確に1 ()研Cなど一別,こ分散しH2804(HI )を加え中和し.さらに溶液8珊i毎に

Bme過剰に加える｡これを1 0 ()-1 5り1EE分液ロートに移す.-.以下4-1の操作に準じて処

理する｡

(17)



5.　ま　　と　　め

鉄鋼中のモリブデンの定立法としてチオシアン酸ナトリウム.塩化沖1スズ吸光々度法でJI S
Ai S採用の直接法と抽州法について検討を行っrT.その結果.直接法で紘クロム･コバルト･

バナジウム･ JJrングステン′等,D共存元素の影尊がみられ､これらの元素を含む試料のモリブデ

二/,I)定措ま不可能であ′''か.クロムを含む試料については.クロムを挿散するか､クロム既知

､二項吉舎にはクロム闘こ応じ吸光度を緋止すれば.共存のままでもモリブデンを定紋できた0

-5抽出法では､ニッケル･クロム･タ/グステン.バナジウム･コバルトTj共存元素U)蘇

響にこなく.高速度鋼におL,,ても満足すべきモリブテンの定法値が得られた.

告‥旨･､抽LIJ.法と直接法とを比較すれば.

(1)妨害元素か少なく.特殊鍬′こも適用できるo

ほ)墨色の安定性がすぐれている｡

(li)感度が艮いために.モリブデンの徴謹定量かできるo

;Fj=どの点から､抽把法(,)方かすぐれた方法であると思われfTo
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5　　新　穀機　器

昭和4 1年度に於て日本自転車振興会よりの補助金の交付を得るQ

6　　規　　　　模

也-1　所在地

6-乏　土　地

8-8　建　物

彦根市岡町5之番地　TEL　彦根rO74921　2-2:i25

3, 並OO. 6877iz

本館　567･ 537d　様式(鉄筋コ/クl)-ト補乱プロソク平巌)

別館　　348. 427Tf　'･, (　　　　　　　′′

倉庫　　54. 72ma u　(コンクL)-トプロッ,I/平屋トタン屋根1

所長公舎　59. li677Z-　n　(LG･Sプレ-71平温凌)

建坪総計　1. 080.三i377t

(乱り

職名 係別＼ー 剽刪� 剋蜥﨑� 鳴�ﾈｵｨ蹣^"�鼻の他 佗b�

&J務 亰ｨ���

所長 � ��� �� ���C��

庶務係 I �1 ��1 ��2 

企画室 � �"� �� �"�

指機械部 導一首~盲部 係 化.学部 �� 僞b�- �"� 釘�"�

1 ��1 ��

4 �� ��4 

計 ��110 �1 塔"����r�

F I 

指導係

企画室

機械部

冶金都

化学部

(21 )

庶務･会計･人事

講習会･見学会計画

指導企画

備付機械器具の使用に関すること

試験成績表の交付

踊放試験室･機械加工技術

測定技術

材料試験･非破凄試験

シグホーラ加工

鋳造技術･鋳物砂試験

熱処理技術

化学分析･機券分析･発光分光分析

燃料分析･公寒分析



8　　予　　　　算

8-1　歳　　入

科

款　i　項

財産売私
収　　　入

8-2　歳　　出

叶T｢
1

機械金属工
業指導所
試験手数料

予　　簾　　縛

もOOB, OOU

決　　算　　箱

財産坪付
収　　　入

物　品売払
収　　　入

県　公　金

不用品売払
代　　　金

I T三二_

科目 劔冰ﾈ螽ﾊb�一一決算額 

款 俘��冒 ����柵 

帝工費 儘為ｨｼiN��l �� 湯縱s津���ｷ$｢�9.641.421 

機械金属工 業指導所鞍 �� 蔦偵wD"ﾄ���9.570,位7 

共済 賃金 ��20,rDO ��r蹐S�B�ﾒ簫粤��

I3朝),000 亳ﾃC�ﾄET��

報償費 亦�ilo.000 �3�ﾃ�┤R�

]## ��4軸,tX抑 白�$偵涛��

需用智 ��3.267,(畑0 �2���"ﾃ��2�

消耗品 ���3�bﾃ����i 1,;i15,371 

燃料~響 ��c2蔔Eｒ�lt玖070 

食精費 塔Rﾃ�ｸ｢�84.858 

印刷製本指 ��#偵�ｓ��128,930 

光熱氷菓 ��ﾒ貳V���R�1.0三三臥16tJ 

随繕料 鼎�B蔬��JL13.778 

役=fL_S戟 ��諾:渇.(対() �##偵塔��

通信運搬賛 ��,hｾ���1邸,OUO 

手数料 I ���rﾈ;���103.980. 

暮1 .

9　　主　賓　設　備

品名 亢ｸｦ��

旋盤 釘綛��

電子管式万能材料試験機 �8y,9�ｵ$T闇�7FﾇB�

シャルビ-衝撃試験機 添I�ﾒ�

ブリネル硬度計 冩ｸ�8詹:韭經�.ふ2ﾄ�.ｄ､�ﾖr�

ショアー硬度計 禰ﾅ��

金属摩耗試験機 ��ﾈﾋH��8�掣�2�ﾓ#Rｒ謦纈�

工業用Ⅹ緑探傷機 �#�Tｵe��V棉����

高周波誘導電気炉 陪��ﾓ3TVﾆ6W"ﾒﾃ��B└､Vﾆ問�

電気マ.ツフル炉 班�ﾂ粫巴ﾓ�H耳ﾅ��4ｹ-��

蓉炭窯化炉 燈ｲr├s�������"��ﾅゴ�ｕ��WD｢�

鋳物砂試験機 几�,iZｦ傲ﾙ����i?�ﾘ�;8ｷﾃs3f､ﾂ�

万柁徴景定景分析葉醒 �6d�自d�ﾅ靄��ﾈｯ�"ﾓVﾖr�

自記ポーラログラフ �%�自Ehﾅ靠�zﾈ7ﾈ�ｸ8佰ｸ4�8�7I�Y'YWB�

分光分析装膿 ��ﾂﾓ�ﾓx.闇�"ﾈ�8.ふれ�ﾔ2����

工且願徴鏡 偬8�(���##R停vﾆﾅ��

粗画租変■計 兀�8x��ﾅ��

7ムスラー型万能材料試験機 �3�+R�

アイノット衝撃試験機 都Vｶss���

三二クウエル硬度静 �y����s�ﾓ�Rｒ�ｦr�

ピッカース硬生計t �x�RﾓWDぴﾃB�

疲労試験機 傅ﾉnﾈ�ﾜY�Xｼ�4�8(�ｸ8�986s��疫(耳,hu｢�



を万能金属顕微鏡 滅$��Xﾅ蜒Fﾆ���y�C�.��

金属試q-研磨機 偖ﾉ���+ﾈﾆ����匁ｦ�)&兔��ﾂ�

高周波連続移動焼人装置 儂ﾘ�yﾘﾜY�Y�ｨ*ｳX.�ﾒ�ﾆ�3��鬻ﾒ�

チ/-炉 田�V43%T�$�����

購入性試験機 �5h�ﾈ8�7�6｢ﾒ�

･コ-タップ試験用潅時筋醸 ���ﾘｧﾃ��ﾄＳ�

断熱熱歳計 僞(ﾊH�淤|t(ﾅ��

ガス分析装健 簸2ﾖﾄ$���

PHメタ 傲倡�6Hｼ売ﾒﾓT�ﾅ��

鉄鋼中のC.S産経分析装燈 筈粘ｸﾛ��

フロックゲージ 鼎rﾃsb��RvHﾌ)�t(ｸ��

照射測徴計- ��

ソルトパス電気炉 播%2ﾓｦ枇ｼｩ�ﾃ��V�2�

万能研削~盤 蕃Fﾆ�#RﾓRｒ�

光電分光光度計 ��"ﾓT���

電解分析装慮 ���(�eﾙ����

微小硬度計 �8y,9�ｲ�

万能投影機 �7ﾘ484�8ﾘ6X4籀4ｩ�ｲ�

万能工具研削盤 冏�nﾉ�ｸﾞﾈ��ｸ�ｨ璽D���

光堂式ジグ中グI)盤 倅�I�斡�ﾔ鮎i�Y�ｳ畏hﾅ��

平面研削盤 倅��9�ｸﾞﾈ��ｳ�ﾔBﾓcH��

仕上両検査機 ��ﾈ6xﾞ(ﾊHｸh�ﾇﾕ4鋳ﾓXﾅ��

超音波探勝横 比､"ﾓ�┬ﾄ�ﾅ��

浸炭窒化炉用制御装値 �8xｫ"�

磨耗.試験機 ��f簸ﾄ比WHﾅ��

享試料自動研磨装鮭 兔Hﾙ�7(8X�ｸ8倆��ｲ�

(a4. J

所　　　　長

庶携係長

主　　　　虫

嘱　　　託

用　務　員

指導係長

主　　　査

技　　　師

技　　　師

技　　　師

技　　　師

技　　　師

技　　　師

技　　　師

技　師　補

技　師　締

技　師　補

技　師　禰

立　涯　馬　田　塚　坊　布　藤　森　河　上　斉　辻　古　西　中　樋　佐

10　　繊 負 (　) 4三三年度現在

総　　一　　郎

繁　　太　　郎(昭4a　4. 1転勤)

堵　　　鉄

中　　　背　　　夫(昭42. 3. 31退職)

修　　太　　郎

佐　　太　　郎

施　　　勝　　　師

井　　　敏　　　弘

勇

崎　　　　　　　　熱

田　　　成　　　夫

Ef]　　　雄　　　　介

久　　　男

野　　　明　　　義

川　　　康　　　宏(昭42. 4. 1採用)

川　　　井　　　之

口　　　英　　　司

其　　知　　夫


